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平成21年9月16日(水)
13：30～15：00
アイーナ6階　団体活動室3
平成21年度　第3回NPO活動交流センター運営委員会　議事録
１　出席者

	№
	団体名
	出席者名

	1
	特定非営利活動法人いわてNPO－NETサポート
	菊池　広人

	2
	特定非営利活動法人レスパイトハウス・ハンズ
	小野　仁志

	3
	特定非営利活動法人夢ネット大船渡
	岩城　恭治

	4
	特定非営利活動法人＠リアスNPOサポートセンター
	鹿野　順一

	5
	特定非営利活動法人やませデザイン会議
	田中　卓

	6
	特定非営利活動法人いわてNPO事業開発センター
	佐々木昌子

	7
	特定非営利活動法人カシオペア連邦地域づくりサポーターズ
	湯川　秀俊

	8
	特定非営利活動法人いわてNPOフォーラム21
	三田村　幸治

	9
	岩手県社会福祉協議会
	菅原　進

	10
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	高井　昭平

	11
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	小菅　直昭

	12
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	辻本　利枝

	13
	特定非営利活動法人いわてNPOセンター
	工藤　望

	14
	NPO・文化国際課
	熊谷　和子


２　報告事項

（１）　「平成21年度利用状況報告」
【事務局より報告】

掲示利用・貸室利用・稼動率全般については、利用団体以外の利用増加し、全体的に認知度がアップしている。フリースペース利用については、一部改正され利用数が増加。

ボランティア登録については実績下回るが、夏休み期間の高校生のボランティア活動が浸透してきている。
11月開催「県民活動魅力発見フェスタ」での利用参加者の掲示・貸室利用・稼働率・ボランティア登録数等増加を見込む。
上半期実施事項としてHPリニューアル・各入門講座（NPO・ボランティア）開催があった。また、インターンシップ受入の定着・キッズボランティアの構築などを推進し、広い層への市民活動周知を図っていく。
【委員との意見交換】
　それぞれの利用率アップについては地域周知の拡大が必要。又相談内容の分析電話件数、アクセス数を盛り込む。利用者のマナーがよくなり反響がよい。他の周知が改善されている。インターンシップについては、各支援センターでの受入態勢のノウハウを共有。中高生のキャリア教育をしっかりとり、情報提供を期待する。
講座案内についてはNPO活動団体への声かけ徹底が重要である。

相談については、相談にくる側・受ける側の情報について共有できる情報を、各支援センターへ流す。具体的にはいわてNPO中間支援ネットワーク内での情報共有を視野に入れる。
（２）第９回「特定公益信託いわてNPO基金」について

事務局より今年度事業の流れについて説明した後、周知依頼、各振興局への出前説明会の協力を呼びかけた。
【委員との意見交換】
NPO団体のみならず、商店街・地域自治協議会への周知が必要である。
（３）県民活動魅力発見フェスタ2009について
【事務局より説明】

アイーナ館内７センターへ働きかけ開催する。センター登録団体の活動交流の場とし、
フェスタを通じて市民のみなさんへ参加を促す。市民活動団体のパネル展示を予定しているので、県内各支援センターの活動や、ネットワークについての紹介をお願いしたい（いずれも模造紙一枚程度）また、期間中「第2回いわて協働表彰」を開催するので、当日の参加並びに事例収集、審査会出席へご協力いただきたい。
（４）各委員へのご依頼、ご協力事項
　　→前段の各項目にて依頼済
（５）NPO活動交流センターに対する助言
・NPO県内課題とし、各センターからヒヤリングをしてみては。
・全体的にNPO団体活動が落ち着いてきている。商工会議所が弱体化し行政と一緒に活　動の声かけができず、経済的に力を入れることができなくなってきている。
・未来塾（一関市）の取り組みは、若者とのつながりで意見交換は市民活動への活性化　　に必要
・各支援センターの近隣との連携活動も活性化につながる。
６　連絡事項【NPO・文化国際課　熊谷】

・協働表彰の事例紹介に協力を。
・ふるさと雇用、ステップアップ事業について、県内NPOの個々の基盤づくりが課題であると考える。各種講座や資金獲得セミナーを県内各地で開催していく。
・NPO活動推進フォーラムやまがた大会が11/10、11/11に開催される。岩手県が実行委員会になっているほか、高橋敏彦氏（いわてNPO-NETサポート）へ事例紹介をしてもらう。申込受付中なので、ぜひ参加してほしい。
【次回以降の開催予定（アイーナ）】
　第3回　平成21年12月9日（水）13：30～15：00

　※運営委員会終了後、いわてNPO中間支援ネットワーク会議開催予定
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